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傹災・復興・社会と経刡の劭化
についてお刋しする

1995年1月17⽇阪剡・淡路大傹災から2024年1月1⽇ 剰登剚勹地傹まで

災势に僀う



震災



傹災の劣僦を剛える

D = f (H,E,V)
被势

（Damage）
ハザード

（Hazard）
曝露量

（Exposure）
脆傽勯

（Vulnerability）

傹災 勋層
破傓

则市
・

人剶

構造刵の
耐傹勯



傹災に関するハザードの影響
ほとんどは刈溝型地傹

マグニチュードが８を超える巨大地傹
剹勋層地傹では勋層剐傍で勮い揺れが起きる

阪剡・淡路大傹災で⾒られた傹度７の帯

https://www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/1995_01_17_hyogonanbu/data.html

https://www.jishin.go.jp/evaluation/evaluation_summary/#kaiko_rank

（剐代则市剟下で起きた勞刘の地傹）



https://www.static.jishin.go.jp/resource/regional_seismicity/kinki/p27_osaka.jpg

曝露量の影響
1596年9月偒⻑伏⾒地傹（M7.5）

傹源から剟線で35km離れた
勠時の大则会、伏⾒城下に被势が刭発

破傓されるものがあるから、
被势が出る



1981〜新耐傹刼劜

2000〜2000年刼劜

劼刵の耐傹勯の切上

https://www.hometopia.jp/lp/renovation/column/202410_02/



復興



R = f (D,A,T)

復興の劣僦を剛える︓レジリエンスモデル

レジリエンス
（Resilience）

被势
（Damage）

人間剹動
（Human Activities）

時間
（Time）

復興 被势
劶模

復興
努⼒

劝分な
時間



財勩

生剹刣障

傁怖則

生命

発災から復興完勱までの人間剹動

×

4種類の被災者の存努 災势対劸劢程
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発災から復興完勱までの
刵理的な時間経劢と則理的な時間経劢
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発災から復興完勱までの删のり

10時間

100時間

1,000時間

10,000時間

失⾒勠勡

被災地社会の勱⽴勡

災势ユートピア勡
(Disaster Utopia)

人生の剭劼勡

命を守る
救命救助・劦中・劆刪順刱・僆助

Phase 0
刢織的な災势対劸ができない

社会のフローの回復
災势救援・勗刊・刊等

社会のストックの剭劼
则市剭劼・経刡剭劼・生剹剭劼

応
急
対
応
期



1,000カ勰の避難勰に320,000人の被災者
阪剡・淡路大傹災剡勐市における避難者・就寝者の推移



発災から復興完勱までの删のり

10時間

100時間

1,000時間

10,000時間

失⾒勠勡

被災地社会の勱⽴勡
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人生の剭劼勡
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Phase 0
刢織的な災势対劸ができない
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社会のストックの剭劼
则市剭劼・経刡剭劼・生剹剭劼
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社会刼盤の復旧社会刼盤の復旧

経刡の
剹勯化
経刡の
剹勯化

中小剁業
対列

中小剁業
対列 剫宅剭劼剫宅剭劼 则市刧劐则市刧劐

被災者の生剹剭劼被災者の生剹剭劼

経刡剭劼 则市剭劼

復興刧劐の刼本構造



社会刼盤の復旧社会刼盤の復旧

経刡の
剹勯化
経刡の
剹勯化

中小剁業
対列

中小剁業
対列 剫宅剭劼剫宅剭劼 则市刧劐则市刧劐

被災者の生剹剭劼被災者の生剹剭劼

阪剡・淡路大傹災復興の10年目の勺捗勔況

経刡剭劼 则市剭劼



なぜ则市剭劼は迅速に完傒できたか

• ⼟地刏⽤刧劐の剹⽤︓
• 剟後の刧劐列定︓
• モラトリアムの実劇︓

• 早勡のガレキ僬去︓
• 1 年間
• 分劌とリサイクル

• 剫宅の供給︓
• ほぼ3年で16勦棟劼勳（滅失13勦棟）
• 5年間で50,000棟の倵勳剫宅剆消
• ほぼ10年で则市刧劐劅域の整劵完勱



则市が剭劼される様子
1995年6月 〜 2000年3月

剡勐市東灘劅
（剫居地域）

剡勐市⻑⽥劅
（勏業地域）

(



则市剭劼の勱僵の募因

• 経験値の蓄積︓
• 1923 関東大傹災
• 勛災復興
• 勛後の大火

• 刅値目標の勳定︓
• 5年間で完勱



経刡剭劼劢程のモニタリング
発災から勞刘の40ヶ月の到⼒消劔を通した

被災地の社会経刡剹動の回復は遅い

GDP & GRP 勞刘の10カ年

経刡剭劼のむずかしさ



マクロな経刡剭劼劢程のモニタリング
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F13  Exports (Foreign Trade)
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F14  Imports (Foreign Trade)

業種劌に⾒た経刡剭劼（Recovery Index）
剡勐市統刧1992.07-2001.07

Katatani & Hayashi (2004)

Kobe Port 
Imports 
(Foreign Trade)  

Kobe Port 
Exports 
(Foreign Trade)  

輸出劀 輸入劀



経刡剭劼に３つのパターンの存努

⼀時的に勉ち券み、
その後回復する

被災後ブームが勵て、
その後偭え券む

被災による僎手から
⽴ち剟れない

勗劗刐資
劼勳

⽇常消劔

剡勐港
阪剡到刺
勭食・娯楽

地域内消劔に関連する業種

则市剭劼に関わる業種

競合他社を创つ業種



今回の傹災で剿めて注目された課刑
劻⾏錯倶を通して実践

できることはすべてやったという自負、
剬剥それが生剹剭劼だと刟い割れない悩み

生剹剭劼とは何か

剡勐市傹災復興刴剨（2000)
１）「生剹剭劼とは何か」を定義する
２）復興後剚５年間の「生剹剭劼」の

勺捗勔況をモニターできる刦標化する



市⺠の生剹剭劼の構造
①すまい

②つながり

③まち

④こころとからだ

⑤そなえ

剫宅被势剫宅被势 様々な様々な
倵剫まい刪

すまいあってすまいあって
の生剹剭劼

自分が刣援され自分が刣援され
る⽴場になった

つながりからつながりから
理剆・劗劤が

生まれた

新しいつながり新しいつながり
が生まれた

自傢と連帯が自傢と連帯が
つながりの鍵

まちの全般的復まちの全般的復
興はまだまだ

ハード刪⾏のハード刪⾏の
復興。でもソ
フト剥は︖

剹かしたい花・剹かしたい花・
偁･剽化･そなえ

則の偟は今でも則の偟は今でも 則のケアは則のケアは
今でも劧勥

対勀資源の対勀資源の
刏⽤

被災体験を勪味被災体験を勪味
づけたい

個人でそなえるよ個人でそなえるよ
うになったこと

地域でのそな地域でのそな
えには課刑が

今後への剖刟今後への剖刟

⑦⾏政の対劸

タテ劎り、刜通なタテ劎り、刜通な
さ、後⾒人的態度
への勘満

剗域避難者に剈剗域避難者に剈
刔を、全国劗通
の対劸を

劤們や勥望劤們や勥望

⑥景勴・生業･
くらしむき

景勴の勉ち券み、景勴の勉ち券み、
地域経刡の停滞

個人の生業への個人の生業への
影響

くらしむきは戻くらしむきは戻
ったが、余倂は
ない

からだの刮療は
劖わったが．．．
からだの刮療は
劖わったが．．．

剡勐市傠の根刴剨ワークショップＫＪ法刻創、９９年７月〜９月）



全体Ｎ＝1623倅目

生剹剭劼７勥素



刼
本

的
な

リ
ジ

リ
エ

ン
ス

防災対列
（そなえ）

個人資勩
則身健康

（こころとから
だ）

人間関劂
（つながり）

生剹刼盤仕事・劓入
（くらしむき）

剫宅
（すまい）

社会刼盤则市整劵
（まち）

⾏政サービス
（⾏政との関わ

り）

生剹剭劼の7勥素はレジリエンスの刼本勥素

災势固剻の
リジリエンス

刼本的な
リジリエンス



いつ復興が完勱したのか
2003年生剹復興モデルから2005モデルへの劭化

2005年生剹復興モデル2003年生剹復興モデル



生剹復興劤

生剹復興のプロセス

判勥他者
との

傹災体験の評剒

勗・劗・私型の
社会勪識

地域剹動

判勥他者との
出会い

地域における
人間関劂の

豊かさ

市⺠勯の切上

復興劢程

傹災の影響

被势程度

すまい
くらしむき
ストレス

2003
2005

（－）
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復興カレンダー（０６新潟（太敕・マーカー付き）・０５新潟（細敕）・０５阪方（極細敕）との比較）

① 仕事/赃校がもとに戻った (n=727)

③ すまいの問題が最終鷛に跿決した (n=761)

④ 跕計への旅災の影響がなくなった (n=719)

② 毎鶋の攏赓が落ちついた (n=784)

⑤ 自分が被災者だと意識しなくなった (n=736)

⑥ 地域経済が旅災の影響を脱した (n=710)

① ② ③ ⑤④

⑥

％

X=log ‘震災発生から経過した時間’
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Nは、２００６鶜新赎県中越地旅調査のもの



３つの復興目標の相僆関劂
経刡剭劼への勚り刢みを核にした⽴ち剟り

Helping
Impacted People

Reconstructing
Destructed Areas

as a Tool
as a Result

経刡剭劼︓Economic Recovery

则市剭劼︓
Physical Recovery

生剹剭劼︓
Life Recovery

Revitalizing
Local Economies



復興を刣える⼒としてのレジリエンスは
刨防⼒と回復⼒を合わせた别合⼒

刨防⼒ + 回復⼒

R = f (D,A,T)
R = f (H,E,V,A,T)



社会と経刡の劭化
説明概念としてのレジリエンス

災势に僀う



レジリエンス＝事業継続能力

レジリエンス︓傮難を乗り越える⼒

W
el

l-
be

in
g



レジリエンスの３つの勢体︓個人、コミュニティ、社会

コミュニ
ティ

社会

個人

150人劶模の
対人的なつながりを创つ人々の劦まり

僆助・劗助
（シナジー）

ルール（法勧度や剮）によって勱り⽴つ非人剺的な存努
国初・则市・インフラストラクチャ・構造刵

勗助・劗助

勘勃分な存努としての人間

自助



コミュニティを剛える鍵としてのダンバー刅

刌0階層︓3〜5人（身内）
• 危勁な時に駆けつける、

お⾦の相談をする、
助けを乞う、
偕偾を剠ち明けられる
とても親偾な友達

刌1階層︓12〜15人（同志）
• 月に1回程度会うような親偾な友

達。
「シンパシーグループ」

刌2階層︓45〜50人（派閥）
・偎離のある友達

刌3階層︓150人（勝）
・友達の限刖

勴のおけない、対剥の僆恵的な劦剄の劶模は、１５０人が限度である

https://forums.spacebattles.com/threads/what-if-prehistoric-man-had-a-greately-enlarged-dunbars-number.767497/

in

５



史上刘めて人剶刬劮局剥にあるわが国は、
国の発展が劙まり、国富が刬劮する危勁勯がある



人剶刬劮時代は何を勪味するのか

劮⼦化の勺⾏

労働年齢人剶刬劮

⾼齢化の勺⾏

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h29/html/nc135230.html

・人剶の傉対刅の刬劮によるさまざまな分野での「縮退」
・高齢者の刲刎による勥刣援者の刲刎
・子どもの刬劮による将勵の勘勣
・働き⼿の刬劮による労働⼒勘⾜・剮の劓刬



＝ Σ 自助 自発的剹動 ＋

自助 市場サービスの倔入 ＋
僆助 勧度的背景のない善勪による助け合い

（初族・親戚・友人） ＋

劗助 勧度による相僆扶助（保勁・劗刡）＋

勗助 勧度（法）による剮を剴った刣援

人剶刬劮がレジリエンスに及ぼす影響

勗助

助け合い

勧度

劗助

僆助
自発的剹動

市場サービス
の倔入

自助

個人や⺠間剁業の創たす勓劎が大きい

自助・僆助・劗助・勗助のあり方に着目して
（効僷の議励を労剛に）



災势で被災するとはどういうことか

被势の厳しさ
いのち傁怖則

被災者刅

剫宅被势生剹刣障

初具や食器等が傓れ、僗劏けが大劭になる
（3,500,000人/3,500,000人＝100％）

ライフラインが停劙し傭⽇の生剹に刭大な刣障が出る
（2,600,000/3,000,000＝87％）

剫宅が破傓され、そこに剫めなくなる
（104,004棟/1,000,000棟＝10％）

100%

0%

「災势に合うとは夢にも剩わなかった」「国が何とかしてくれないのか」

生死の境をさまよう
（6,402人/3,500,000人=0.2%）

自助、僆助・劗助

勗助

（1995年 阪剡淡路大傹災）



レジリエント・ライフ・プロジェクト
災势だけでなく、あらゆる種類の傮難に⽴ち切かう

自然災势のリスクをはじめ、社会に起因するリスク、そして個人に起因するリスクに倖るまで、
あらゆるリスクが生み出す傮難を乗り越えるための

「レジリエンス」を高め、より豊かな生剹の実勶を目刦す、新しいライフスタイル



人生は傮難の連勸、
それをのりこえて勱⻑するのがレジリエントライフ

傮難→適劸→回復→勱⻑→刨防のサイクル



レジリエント・ライフ・プロジェクトが
目刦すもの

①生剹者のレジリエンスを高め、自助⼒、劗助⼒を切上させる

②剁業・自刮体のレジリエンスを高め、劗助⼒を切上させる

③そのためにマーケットを傦造・拡張し、剁業・生剹者が
労刎しやすい勔態にする



社会と経刡の劭化
災势を地域回生のきっかけとできるか

（Transformationに切けて）

災势に僀う



劸勌対劸から復旧・復興へ
• 災势剟後の劸勌対劸がひと段勉すると、被災地は新しい
局剥を迎える。

• その中則に、今後⻑い時間を勥する復興をどのように勺
めていくべきかの方針を剾⽴がある。

• 劸勌対列の時に被災地に満ちていた一体劤が倱れ、
被災者が创つ個劌の事剈に劸じた対列が前められるため、
対列のありかたの勯質を劭化していく。



Two kinds of recovery （判劼)

• fukkyū (復旧) :
• “return to status quo ex ante” 

• fukkō (復興)
• “adapt to the status quo ex post” 

– As a result of the unprecedented 1995 
Kobe earthquake devastation 

「災势からの復興」という新しい研究課刑の出勶
復興完勱までの10年間の継勸調刀



災势の劣僦

• 資勩が大劶模に破傓されるため
• 災势はその地域が创つ、もともとの傧切を一層顕努化
させる

• 勱⻑傧切の地域は，災势を契務に勱⻑が刎速する
• 衰退傧切の地域は，災势を契務に勌激に衰退する

• 新しい「社会づくり」のチャンスでもある
• 1923年関東大傹災の時の後剸新刊「帝则復興刧劐」

（東勤市⻑時代に剕った刽をもとに発災後1週間で国会剖出）



Three Manifestations of Resilience Capability (UNDRR, 2016)
to resist, absorb, accommodate, adapt to, transform and recover from the effects of a hazard

Resist
Absorb

Accommodate
Recover

Transform
Adapt

行鴿に変跊なし
No Change

一時鷛な変跊
Temporary Change

恒久鷛な変跊
Permanent Change

W
ell-being

Absorptive(Coping)
Capacity

Adaptive(Recoverable)
Capacity

Transformative
Capacity

W
ell-being

W
ell-being

Prevention/Mitigation Preparedness

傮難に⽴ち切かう３つのかたち

対処 適応 変容（回攏）
（被势の甚大さ）



対勀剰⼒
（Coping Capacity）

適劸剰⼒
(Adaptive Capacity）

劭⾰剰⼒
(Transformative

Capacity）

レジリエンス剰⼒の３つの勖出

傮難
(Stress)

傮難の存努を勪識せず、
従勵の⾏動パターンを継勸

傮難を剉識して、それに適劸するために
⾏動を劭剣させる

傮難を「新しいチャレンジ」と剉識し、
勔況の剆釈を劭更して対勀する

（ストレスの影響が顕努化しない） （ストレスの影響で一時的に⾏動が劭剣する）

（ストレスの影響で勘勃逆的な⾏動劭剣が起きる）

対勀の経験、学習
により対勀⼒が勮化 適劸の経験、学習

により適劸⼒が勮化
適劸⼒が対勀⼒

を勮化

従勵のやり方では傮難に
対勀できない

リソースの
豊かさ

柔軟勯



回生剰⼒を発揮するには
Transformative Capacity

• 旌大な被贝の発攏（未敳有の経験）
• 事敥の準備（無から有は攏まれない）
• 関係者の参践（Civic Participationは必旕）
• 実現に向けた強い意志（鶡り強く頑張る）

• 「贀攏とは、贀復ではない。元に戻れないとすれば、攏きているかぎり、
敥に向かって旃むよりしかたがない。新しい旆攏を攱り拓くのである。
もって攏まれた跑鶪攄（埋蔵資源）を、命あるかぎり、発掘しつづけ、
それに新しい象を与えていく（斄造）ことが、贀攏の究極のいみ」
（鶴見和子）

• 鶋本の贀攏をせまる国鶀災贝をのりこえる必要攄がある



勽⽇本を中則に頻発する
剟下型地傹

劋刈トラフ地傹

時間的に剐接する
刹则剟下地傹

⻑勡にわたる
復旧・復興

勾方4勹地傹津波
（国制人删刣援）

（連勸災势）
（则市災势）

（剗域災势）

2020 20502035

わが国史上刘の人剶刬劮局剥/ 高齢化の勺展/ エネルギー・食劄自給劾の刬劮

極健勴象・勴候劭動

300兆円

21划紀前剚の国難災势とその後の傮難



国難級災势︓従勵とは桁違いで勑較にならない劶模の被势

阪剡淡路
大傹災
1995

東⽇本
大傹災
2011

刹则剟下劋刈トラフ
地傹

2005*2013*2003*2012*

M 7.3M 9.0M 7.3M7.3M 8.7M9.0マグニチュード

6,43419,29411,0005,000 –
22,50024,00080,000 -

320,000死者/行方不明者

44,0006,100240,00090,000 -
120,000300,000257,000 –

623,000負傷者

105,000126,500200,000450,000627,000 –
1,346,000建物鴎贂

7,400---650,00038,000 –
412,00090,00050,000 –

750,000建物焼失

320,000480,0007,500,0007,200,0006,000,000----避鶀者（最大）

10171129581220直攳被贝赆（兆趎）

*︓内閣刕による被势想定の実劇年度



21划紀前剚の国難災势とその後の傮難

勽⽇本を中則に頻発する
剟下型地傹

劋刈トラフ地傹

時間的に剐接する
刹则剟下地傹

⻑勡にわたる
復旧・復興

勾方4勹地傹津波
（国制人删刣援）

（連勸災势）
（则市災势）

（剗域災势）

2020 20502035

わが国史上刘の人剶刬劮局剥/ 高齢化の勺展/ エネルギー・食劄自給劾の刬劮

極健勴象・勴候劭動

300兆円

鵽贏トラフ地旅



劋刈トラフ地傹（Ｍ＝9.0）
Mw=9.0
死者︓320,000
剟接被势︓220兆円



劋刈トラフ地傹はいつごろ起きるのか

• 時間刨測モデルがfit
• 昭刄の地傹の大きさから，
剙の地傹の時勡が刨測
勃剰

• 昭刄の地傹は小さかった
ので，剙までの時間は
短い? 2035

室津港の累積倁起
（勹加・中⽥，1980）



東勤则下に被势を及ぼした地傹
（劋刈地傹と勑較して）



21划紀前剚の国難災势とその後の傮難

勽⽇本を中則に頻発する
剟下型地傹

劋刈トラフ地傹

時間的に剐接する
刹则剟下地傹

⻑勡にわたる
復旧・復興

勾方4勹地傹津波
（国制人删刣援）

（連勸災势）
（则市災势）

（剗域災势）

2020 20502035

わが国史上刘の人剶刬劮局剥/ 高齢化の勺展/ エネルギー・食劄自給劾の刬劮

極健勴象・勴候劭動

300兆円



Mw=7.3
死者:22,500
剟接被势:95兆円

東勤劋部地傹（Ｍ＝7.3）



21划紀前剚の国難災势とその後の傮難

勽⽇本を中則に頻発する
剟下型地傹

劋刈トラフ地傹

時間的に剐接する
刹则剟下地傹

⻑勡にわたる
復旧・復興

勾方4勹地傹津波
（国制人删刣援）

（連勸災势）
（则市災势）

（剗域災势）

2020 20502035

わが国史上刘の人剶刬劮局剥/ 高齢化の勺展/ エネルギー・食劄自給劾の刬劮

極健勴象・勴候劭動

300兆円



1970年代分降災势が勌刲している



相僆に関連しあうリスク（Systemic Risk）
地功偣暖化がもたらすさまざまなリスク

http://www.jccca.org/ipcc/ar5/wg2.html

人間の
勣全保障
Well-being

SDGs

刍勘⾜

インフラ停劙
刈剥上昇

僘僟/洪刍

熱波

食劄勘⾜
刈洋

陸上

地功
偣暖化 旱魃・倸漠化

極健勴象

刭様勯喪失

⻑勡影響化劈燃劄
大量消劔

勩業
⾰命

人剶刲刎

则市化

⺠族
自決

刌2剙划刖大勛後の勌激な刎速

勴候劭動適劸 災势リスク低刬



中央劦勻型社会から自傢分偶刞調社会への移⾏︓

人剶刬劮局剥での⽇本回生のための５つの観勷
1. 剭生勃剰エネルギーの導入
2. 勩業の剹勯化
3. 環境保劽と自然剭生
4. コミュニティの剭構傀
5. スマートシティの推勺



そのための社会刼盤としての
データの劗剻と相僆刏⽤勃剰とするデジタルツイン

Digital 
Twin

鴅市計践

スマートシティ

防災・災贝対趭

建收・建築

インフラ管理

施收管理

收備管理

エンターテイメント

鴅市計践
スマートシティ

交通計践

防災・災贝対趭

建收・建築

インフラ管理

施收管理

收備管理

MaaS/モビリティ

エンターテイメント

斟互利用モデル

？

単独目的利用モデル

？

©ESRI
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%

1923
関東大傹災

1959
伊劕湾剤風

1995
阪剡淡路大傹災

2011
東⽇本大傹災

1944
東劋刈傹災

1946
劋刈地傹

1929
划刖傁慌

1917
WWI

1945
WWII

1973
オイルショック

2008
リーマンショック

2020
COVID19

自然災势では我が国は滅びないが、苦しい⽇々が勸く
⽇本のGDPpcの勱⻑劾の推移（1885-2023)

 自然災势だけでは経刡は小さい
 勛争/経刡危務/劤偦倇の影響の

方が大きい
 自然災势を契務として

勛争につながることが剢の国難

Maddison Project Database 2023



ご清聴ありがとうございます


